
第 79 回国民スポーツ大会 サッカー競技会（少年男子）参加レポート 

岡山県 廣末存果 

1． 大会テーマ 

・大会を成功させること 

・サッカーの「4 局面」と「球際」を理解したレフェリング 

 

2． 大会スケジュール 

 

3． レフェリングについて 

10/3 11:45KO 群馬県対宮城県 

Ｒ:廣末存果Ａ1:中川稜脩 A2:稲畑克海 4th:辻大楽 INS:新田栄作氏 

よかった点…カウンター時のスプリント，ＰＡ付近の判定・動き 

改善点  …笛の音の工夫が必要，Ｒサイドへ開くタイミングが遅く巻き込まれることが

多い，ホールディングのファウルの見極め 

       

10/4 9:30KO 福島県対東京都 

Ｒ:廣末存果Ａ1:多喜功 A2:浜根優斗 4th:山田昌輝 INS:阿久津憲仁氏 

よかった点…R サイドへの開く動き，ＰＡ付近の判定 

改善点  …スプリント時のランニングコースと緩急を考えないと選手と接触する可能性

がある．ファウル後選手が近づくことへもっと早く対応しなければならない． 

 



 

10/5 11:00KO 愛知県対石川県 

Ｒ:島崎亮典Ａ1:廣末存果 A2:中川稜脩 4th:植田文平 INS:佐藤光雄氏 

よかった点…フラッグテクニック，ステップなど基本ができている 

改善点  …微妙なタッチジャッジの際に迷ってあげているように見える 

 

10/6 13:30KO 愛媛県対静岡県 

Ｒ:岡田太一Ａ1:廣末存果 A2: 島崎亮典 4th:樋口晃生 INS:佐藤光雄氏 

よかった点…フラッグテクニック，ステップなど基本ができている 

改善点  …特になし 

 

 

4． 大会を通じて 

サッカーの「四局面」と「球際」を理解したレフェリングの中でも，特に「守→攻」「攻

→守」の場面の判断について，意識して振り返りを行いました．フィードバックでは，

判定基準の一貫性，スプリント能力については自信につながる声掛けをいただきました． 

マネジメントやランニングコースについては，まだまだ課題があることを実感し多くの

アドバイスをいただいたので地域の試合で実践し，より引き出しの多いレフェリーにな

れるよう研鑽していきます． 



 

5． 謝辞 

最後になりましたが，国民スポーツ大会に推薦していただきました中国審判委員会の皆

様この場を借りてお礼申し上げます．ありがとうございました．大会を開催するにあたり，

滋賀県サッカー協会の皆様には，大変お世話になり素晴らしい環境で大会期間中過ごすこ

とができました．この大会で得た経験を地域に還元し，より逞しいレフェリーになれるよう

日々研鑽してまいります． 

 

 

 


